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　空気も、水も食料も、私たちの命に欠かせないものは全て多様な生物と地球への働きかけの長い歴

史の中でつくられたものであり、豊かな文化の源泉として、私たちの心のあり方にも影響を与えていま

す。また、今は知られていない生物にも、食料や医薬品に有用なものもあるかもしれません。

　私たちは、自然とのつながりなくして生きていくことはできません。自然と人の暮らしの良好なバラ

ンスを再構築することで生物多様性の保全に取り組む必要があります。

　自然環境政策のポイントは、人の手の加わっていない自然性の高いものを価値あ

　るものとし、開発の手が届かないようにするものでした。

　生物多様性の視点が導入されてから、人との関わりが重要視されるようになり、里

　山などの人と自然との共生のあり方が問われるようになっています。地域が異なれ

ばそこに息づく自然や人との関わり方も違います。これからは積極的に働きかけ、地域の生物多様性を

保全するため、地域の特性、実情にあった戦略を検討し、着実に実行することが不可欠です。

●生物多様性の保全は私たちの生命活動の基盤を維持するための優先課題です。

　■ 地域戦略策定の必要性
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●戦略の検討は、自然環境分野の施策の点検・評価のしくみづくりから。
　市町村における地域戦略策定に必要な項目は「目標」、「施策」、「推進」ですが、定期的に自然環境の
状況を把握し、施策の点検・評価を行っている市町村は多くありません。
　当協会では計画策定のための基礎調査の一環として地域に関係の深い学識者による組織の立ち上げ、
調査、とりまとめに関する支援を行ってきました。地域戦略に関してもこれらのノウハウが役立つもの
と考えます。

久留米市自然環境調査　 Ｈ 20 ～ 22 久留米市

山鹿市環境基本計画（新市）　 Ｈ 18 ～ 19 山鹿市

宗像市環境基本計画（新市） Ｈ 17 ～ 19 宗像市

中間市環境基本計画 Ｈ 15 ～ 16 中間市

北九州市自然環境保全計画　 Ｈ 15 ～ 16 北九州市

生物多様性地域戦略とは

　同法は、生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施策を総合的・計画的に推進することで、豊か
な生物多様性を保全し、その恵みを将来にわたり享受できる自然と共生する社会を実現することを目的
とする法律です。都道府県及び市町村は、生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策の策定と
実施する責務を有するとともに、生物多様性地域戦略（以下「地域戦略」）の策定の努力義務が規定さ
れています。

●生物多様性基本法（平成20年6月6日　法律第58号）に規定される戦略です。

　　　　　平成26年11月末現在	

　○ 33 都道府県　13 政令指定都市
　　33 市区町

■九州・沖縄地方の策定状況
　【県】
　　○策定済：7 県
　　○策定中：1 県（宮崎県）
　【市町村】
　　○北九州市、福岡市、鹿児島市

■地域戦略の策定状況 ＜当協会の環境基本計画における自然環境調査の実績＞

 

▲ 生物多様性基本法第 12 条第 2 項

生物多様性地域戦略は、次に掲げる事項についてさだめるものとする。
１　対象とする地域
2　生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する目標
3　総合的かつ計画的に講ずべき施策
4　その他、施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項


